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通信教育の特徴

1. 学習時間や学習場所を選ばない

2. 多人数の教育ができる

3. 全国規模で同質同時教育ができる

4. 受講者がマイペースで学習できる
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通信教育の学習フロー

学習教材による自己学習

レポート解答・提出

添削指導・採点

レポート返却・結果確認

修了（未修了）

申込・教材送付

質問

質問回答
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通信教育の最近の動向

１．テキスト（紙媒体）以外の教材の活用

● 紙媒体以外のDVD,CD-ROM，ビデオなどの活用

２．Webの活用
● Web による質問やレポートの提出
● Web会議室による受講者間の意見交流

３．他の研修手法とのブレンディング

● 集合研修の前後での通信教育受講

● eラーニング後の通信教育受講
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e ラーニングの特徴

1. ラーニング・エントランス

2. 多人数の教育が同時にできる

3. 教材デリバリーの必要がなく，グローバルにも対応できる

4. インタラクティブ（双方向性）である

5. 文字情報，動画，音声など多用な表現方法を使える

6. 学習進捗管理が即時にできる

7. ＬＭＳ（学習管理システム）との連動がはかりやすい

8. 教育内容の修正が比較的しやすい
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e ラーニングとは

インターネット イントラネット

ＣＡＩ

e ラーニング

ＷＢＴ

■ＣＡＩ：Computer Assisted Instruction   ■WBT：Web Based Training 
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数年前のe ラーニング
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e ラーニングの最近の動向

1. 汎用コースとカスタマイズ・コース

2. インストラクショナル・デザイン

3. 他の学習手法とのブレンディング
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汎用コースとカスタマイズ・コース

カスタマイズ・コース汎用コース

盛り込む素材の準備や別途
費用が発生する

あくまで一般論なので，自
分の組織や業務への結びつ
け（翻訳）が必要となる

デメリット

組織・業務にフィットさせ
られるので，インパクトが
より強い

手間・コストとも最小限で
一定の効果が得られる

メリット

汎用コースの一部を組織に
改変して導入する

教材ベンダーが開発してい
るコースをそのまま導入す
る

概 要
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インストラクショナル・デザイン

インストラクショナル・デザインとは，なるべく少ない費用，短い期間で，教育効果を

最大限に高めるための，学習教材や学習方法をデザインする教育工学的な手法

インストラクショナル・デザインを活用したコースウエアの設計と開発

受講者の学習動機を高めるための仕組みづくり
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他の学習方法とのブレンディング

eラーニング単体での活用から他の研修とのブレンディング

による学習効果の向上

eラーニング 集合研修 eフォロー


